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 まず、『アンカー英和辞典』から得られた「A の B」型名詞句 2,000件より 1,104件を選定
した。得られた 1,104例の名詞句の英語表現形式を分類し、最も良く使用される英語表現形













氏の同書の英訳 BOTCHAN2の中で、" of " や " 's " 以外に、どのように翻訳されているかを
検討した小論である。以下にその記述を要約する。 








(1) ...but this vulgar crew were saying insulting things about the teachers. (p.140)
…教師の悪口をしゃべるんだから、下等だ。(p.113) 









(2) She said straight away that she would go and look for a bamboo pole and get the













訳本 (A) Natsume, Souseki. (1906) Translated by Alan Turney. (1985) BOTCHAN. Kodansha. 
(B) Natsume, Souseki. (1906) Translated by Yasotaro Morii. Revised by J. R. Kennedy. (1918)
BOTCHAN (MASTER DARLING). Ogawa Seibundo. 
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った際、得られた「A の B」型名詞句 252例のうち、42例が ofを用いた訳であり、それ以
外の前置詞を用いた例が 9例であった。場所に関するものに限定した今回の調査では、得ら






3.2. 前置詞 of 
 前置詞 of の使用に関して、先行研究の白石(1999)で述べられていることと食い違う結果
が得られた。まず、白石(1999)における ofの意味範囲を以下に再掲する。
① 離れて He robbed her of money.
② 出所 the wines of France
③ 〜の（部分）と（全体） some of them
④ 材料 The desk is made of wood.
⑤ 根拠原因 He died of cancer.
⑥ 〜という（同格） all of them
⑦ 〜の（所有） a friend of mine
⑧ 〜にとって the love of God
⑨ 〜の（性質） a man of courage
⑩ 〜について a book of birds




されている。たとえば、白谷(1999)では、「高校の先生」は 'teacher at high school' と訳すの
が適切で 'teacher of high school' は不適切であるとしているが、今回筆者が行った調査では









(A) My fellow guests on both sides, apparently underterred, were busy devouring everything
as if this was some kind of splendid feast. (108) 
(B) Those around me, however, ate with ravenous appetite. (74)
 以下に前置詞の対立が見られた例を挙げる。主に、at と in の対立、from と of の対立が
あった。 
atと in の対立 
(4) だから清の墓は小日向の養源寺にある。(2490)
(A) And that's why her grave is in Yogen Temple in Kobinata. (143)
(B) So Kiyo's grave is in the Yogen temple at Kobinata. (98)
fromと ofの対立 
(5) …「越後の笹飴が食べたい」と云った。(208)
(A) 'I'd like some of those sweets from Echigo that come wrapped in bamboo leaves,' she said.
(13) 
(B) She wished to eat "sasa-ame" of Echigo province. (13)
 例文(5)は、⑤「生産地」と「もの（生産物）」に属する例である。先行研究の白谷(1999)





















表 2: 「所属」と「ひと」 
原書 翻訳(A) 翻訳(B) 
名詞句 位置 No. 翻訳方法 頁数 翻訳方法 頁数 
1. 一校の教頭 1130 × 61 × 42 










496 a) 前置詞 from 31 a) 前置詞 in 23 
5. 1978 × 115 × 78 
6. 学校の生徒さん 2104 a) 前置詞 from 121 × 83 
7. 学校の先生方 1327 a) 前置詞 at 78 a) 前置詞 in 52 
8. 
下宿の婆さん 
1696 s) その他 98 a) 前置詞 in 67 
9. 1697 s) その他 98 a) 前置詞 in 67 
10. 1706 a) 前置詞 at 98 a) 前置詞 in 67 
11. 1717 s) その他 99 a) 前置詞 in 68 
12. 1990 × 115 a) 前置詞 in 79 
13. 2373 s) その他 136 × 93 
14. 下宿屋の婆さん 1698 s) その他 98 a) 前置詞 in 67 
15. 髪結所の親方 1619 × 94 a) 前置詞 of 63 
16. この学校の生徒 417 a) 前置詞 in 26 a) 前置詞 in 21 
17. 裁判所の書記 156 a) 前置詞 in 10 a) 前置詞 in 11 
18. 中学校の小使 748 h) 特定の品詞 45 × 32 
19. 
中学の教師 
1237 × 73 a) 前置詞 in 49 
20. 1241 h) 特定の品詞 73 a) 前置詞 of 49 
21. 2216 a) 前置詞 from 128 a) 前置詞 of 87 
22. 
中学の教頭 
1574 a) 前置詞 of 91 × 61 
23. 1732 h) 特定の品詞 100 a) 前置詞 of 69 
24. 中学の先生 674 h) 特定の品詞 41 a) 前置詞 of 30 
25. 法律学校の書生 603 h) 特定の品詞 37 a) 前置詞 of 27 
26. 宿のお婆さん 1300 s) その他 77 a) 前置詞 of 52 
27. 宿の亭主 431 s) その他 27 a) 前置詞 of 21 
28. 宿の夫婦 453 s) その他 28 × 22 
表 3: 「生産地」と「もの（生産物）」 






翻訳方法 頁数 翻訳方法 頁数 
1. 
越後の笹飴 
208 a) 前置詞 from 13 a) 前置詞 of 13 
2. 209 × 13 a) 前置詞 of 13 
3. 255 h) 特定の品詞 17 a) 前置詞 of 15 
4. 679 a) 前置詞 from 41 a) 前置詞 of 30 
5. 
高知の何とか踊り 
2120 h) 特定の品詞 122 a) 前置詞 of 83 
6. 2133 a) 前置詞 from 123 × 84 
 表 2 および表 3 では、訳本(B)における翻訳表現は、翻訳部分の特定が困難であったもの
（×）以外にはすべて前置詞を用いた表現がされている。それに対して、訳本(A)において
は、より多様な英訳表現が用いられている。また、用いる前置詞は、訳本(B)では、この 2つ



















いての先行研究 2つと日本語の「Aの B」型名詞句の英訳表現についての先行研究を 3つ挙
げ、調査を行った。調査は、中野(2004)における日本語の「Aの B」型名詞句の詳細な分類
を用いて、その分類ごとに英訳表現になにか特徴が見られるのではないかという仮定に基
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